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＼ 受付時間、相談員が変わりました！ ／
受付時間 従来の受付時間から下記の時間に変更しご相談のご対応をいたします。

午前9：15～午後16：00　月曜～金曜日（祝日除く）
面談・電話どちらもお受けしています。

例えばこんなとき、お話してみませんか？

●がんの告知を受けた。
　この先どうしたら良いのか分からない。
●医療費がどれぐらいかかるのだろうか。
●病気のことが分かる情報がほしい。
●セカンドオピニオンってどうしたら良いのだろう。
●がん治療と仕事の両立はできるだろうか。
●抗がん剤治療で脱毛したら、
　どんなウイッグがあるだろうか。
●緩和ケアについて教えてほしい。
●家で安心して過ごすためには
　どうしたら良いだろうか。

ご相談内容に応じて多職種で
連携し対応いたします。
お気軽にお越しください。

がん相談支援センター（２階ラウンジ横）　電話番号 0855-28-7096

がん専門相談員の齊藤です
これまでの看護師経験と、がんに関する知識と、
持ち前のやさしさと包容力で相談に対応いたします。
がんに伴う不安や気がかりなことについて、一人で抱え込まず、
お気軽にご相談ください。
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「看護の日」イベントを
開催しました！

　５月12日は「看護の日」です。「看護の日」は、看
護の心、ケアの心、助け合いの心を育むこと、また看
護および看護師への理解を深めることを目的に、
1900 年に制定されました。この日が選ばれたのは、
近代看護教育の母として有名なフローレンス・ナイチ
ンゲールの誕生日に由来しています。
　当院では、入院中の患者さんや外来患者さんだけで
なく、地域の方に浜田医療センターに来院していただ
き、看護の日を知ってもらう、健康に関心をもっても
らうことを目的として、今年は 5月12日（月）に看護
の日のイベントを開催しました。

　１階正面玄関エントランスホールに、看護師による
血圧測定、医師による健康相談、管理栄養士による栄
養相談、緩和ケア認定看護師によるACP（アドバンス・
ケア・プランニング / 人生会議）相談の窓口を設けま
した。看護への関心や理解を深めてもらうために、ホー
ル内に各部署や認定看護師、看護学校を紹介したポ
スターを、また、看護職員の子供たちが書いたお父さ
んお母さんの絵を展示しました。イベント会場に来ら
れた方には、「看護の日」を知ってもらうために、「看
護の日」キャラクターである“かんごちゃん”のポケッ
トティッシュやクリアファイルをお配りしました。

　グッズを受け取られた方は、「今日は看護の日なん
ですね」「看護の日って何ですか？ナイチンゲールが生
まれた日なんですね」とイベントに興味を持っていた
だき、相談窓口に寄って下さった方もいらっしゃいまし
た。入院患者さんにも看護の日を知ってもらうために、
看護の日のイベント開催ポスターをお配りし、当日の
お昼の食事には、メッセージカード付きの看護の日特
別メニューを提供しました。

　患者さんだけでなく、来院された地域の方々のなか
には、足を止めてポスターを見てくださる方も多く、
看護について改めて知ってもらう機会となりました。ま
た以前入院していた患者さんやご家族が来院され、看
護師に声をかけていただき、日頃病棟で働いている看
護師が、退院後の患者さんや地域の方々と直接話をす
るよい機会にもなりました。

　当院は、これからも皆様が地域で元気に暮らしてい
けるように、『医療を通じて“地域で生きる”を支援
する』病院理念をもとに、職員一丸となって安心・安
全な医療・看護を提供していきたいと思っております。

テーマ：  看護の心をみんなの心に～
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